
2.3.2. 断片の大きさ

物体に密着しているものが.｢むしる｣の対象物で

ある場合,今までの例文から,対象物は,初めから細

かいものであることが多い｡

それでは,物質そのものを分離する場合の ｢むしる｣

はどうかと育えば,2.3.1.でも触れたように,やはり.

小さな断片ができるのか普通である｡

綿 ?バンを 細かく むしった｡

軸 ?干物を 細かく むしった｡

帥 ?細を 小さく むしった｡

これらが,少しおかしい気がするのは,｢むしる｣

というときには,すでに "細かく〝とか や小さく〝と

いうニュアンスが含まれているためではないか,と考

えられる｡

榊 xバンを ふたつに むしる｡

これは.｢ちぎる｣ならば使える｡

帥 パンを ふたつに ちぎる｡

｢ちぎる｣は,断片の大きさに,限定は無い｡

60 レタスの薬を 大きめに ちぎる｡

刷)長い草を 文中から ちぎる｡

‡. まとめ

以上の分析から明らかになった二語の相逮点をまと

めてみた｡

む し る ち ぎ

る対 象 物 o物体の表面に密着しているもの. o物件そのもの,あるいは,その不
可欠な-o比較的やわらかい物

質 部分.手 段 o蒋先,またはそれに準ずる道具. o手.または

それに準ずる道具.働く力 強 さ oあまり強くない｡ 0強い場合も,強くない場合もある.方 向 o密弟の方向と逆. o

密着の方向と逆か,あるいは垂直.# * 0細かい断片が,たくさんできる

. 0断片の敦や大きさに,限定は無い.言語経歴 :1960年2月,墨田区に生まれ 現

在

に至る｡ きる･かぶる･はくI. はじめに｢きる｣･｢

かぶる｣･｢はく｣は人や物の一部あるいは全体

をおおうことを表す動詞であるが,従来共通籍と西部

方青ではその意味 ･用法が異なることが指摘されている｡徳島県石井町では次のような

用例がある｡(1) カサ キル (笠を

被る)(2) テプタロ -タ (手袋をはく)(1)は共通語

では ｢かぶる｣,(2)は ｢はめる｣となろう｡これ

らの例から,共通語と石井町方首の ｢きる｣,｢かぶる｣,｢はく｣
の問にも,従来報告されているよ{tE

l〉うな意味の差があることが予想される｡本論では,徳島県石井町のキル ･カプル ･-タの

意味を分析し,記述することを目的とする｡ (東京都立大

学学生)

酒 井

恵美子2.分析2.1. 分析手順キル

･カナル ･-タが,ある対象をおおうということを表

すとすればどのような物がどのような対象のどの部分

を,どのようにしておおうのかということが重要となろう｡そこで次のような順序で分

析をすすめていくことに

する｡くtE2〉1.被碇物- お

おうもの2.枚碇の対象-

おおわれるもの3.彼我部分-

おおう部分4.

披碇の仕方- おおい方2.2. 構文具体的な分析に



構文についてまとめておこう｡

(3) 子供ガ 帽子ヲ 頭イ キル

(4) 花子か オ面ヲ 顔イ カプル

(5) 妙子か 手袋ヲ 手イ -ク
くi監3〉

(3)(4)(5)はともにか格,ヲ格,イ格をとるが,イ格は

特に披寵部分を明示 したい場合以外は省かれる｡この

他に,カラ格をとることもある｡

(6) 子供か セーター 頭カラ キル

(7) 花子か ベールヲ 後カラ カブッタ

(8) 妙子か スカー ト 足カラ -イタ

この方ラ格 も特に示したい時以外は除かれる｡

以上のことをまとめてみると.キル ･カプル ･-ク

は次のような構文の中に実現する｡

表 2

〔Nlか N2ヲ (N3イ)(N.カラ)Ⅴ〕

2.3. 枚穀物

おおう物を固体,液体,気体の別にみてみよう｡お

おう物はヲ格で表される｡

表 l 気体 液体

固体きるかぶるはく ○ 〇〇〇 表 1を

みてみると,カナル以外は固体のみである

ことがわかる｡(9)水ヲ

頚カラ カフ ッタ カプルには

(9)のように液体の例が

ある｡液休ならば何でもかぶ

ることができる｡表 2表 3ほおおう物を分類 し,キル

･カナル･- クがお

お う も のⅠ 苅田 ･.毛布 (頚を出して

全体に)･･･H 羽織.上っ張り.梓蝿,カーディガン.

シャツ,チョッキⅢ 宕物,洋服,和服,学生服,背広,パジャマ.ネグリジェ.浴衣.晴れ着,ジャ

ンパースカート.よろい,羽抱持,剖ばう

着,マント,糞,･Ⅴ ベ-,L:ショーJL? 耕m@(敢- 全体をおお

う)･･･ ⑥Ⅴ 和才 笠,頭巾戸手拭 くあねさん披･).頬被り)@" ら,王冠,サンバイザー?

･･ⅤⅠ お面Ⅶ

カバー,袋,聴,Ⅷ 水

.油,裾,ペンキⅠⅩ 砂,土

,ほこり,普,釈Ⅹ ズボン,スカー ト,パンツ,モンペ,靴下,ソ

ックス,下駄 脚㌔xI腕札 剣道の馳手,手鑑 指

サック?)手甲 ⑬XHエプロン (そでなし),よだれかけ.腹掛,剣道の防具,野

球のプロテクターXm

腹巻,サポーターmV 帯.鉢嵐 腰嵐 軌 ゲート′β ぉ

むつ.ターバン⑲XV

包帯,さらし布xvlヘアーピース警月

桂冠.ダイアデムXV
Ⅱマスク.眼帯X

VⅢ拍絵.指耳おおうtIの Ⅰ II IIl ⅠⅤ Ⅴ VI ⅥT Ⅷ ⅠX X XⅠ XⅠl XⅢ ‡

Ⅳ XY XⅥ ⅩⅦ XⅦ謄
キ ル ′ヽ



表 2の参考 図形
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(紳ヤド1ニ 土 カ1シテ 埋メタ

-クの場合はどうであろうか｡-クの場合は,下肢

や手,椅子の足といった立体的なものといっても細長

く下方にのぴているものに対してしか使えない (図1

図 L

参府)｡ただ.このような立

体の一部を他のものでおお

うことは手足の他にはあま

りみあたらない｡

2.5. 枚碇部分

さて,次に対象のどの部分をおおうかについてみて

みよう｡この時,食も示唆的であるのは,2.3.でもと

りあげた,ある対象の一部分をおおうためにつくられ

た披碇物であろう｡これらの形状や便何のしかたはお

のずと披碇部分を示すことになろう｡そこでまず,そ

のような加工品からみてゆくことにする｡これらの加

工品は多く衣服に関するものである｡それらは表 2に

挙げた｡使用する動洞については表3で示した｡ここ

では一般的な着用の仕方のみを考察の対象とし,(紬の

ような特殊な着用の仕方は考察からはずした｡

伽 スリッパ 手イ -ク

また,(姻鯛のような用例もあるが,それぞれ ｢ディ

オールノ服｣｢繰入レノ梓掘｣等の省略されたものと

考え.考察から省し.'7:4.'

鮒 ディオール キー トル

鯛 繰入レ キル

では,表2･3をみてみよう｡キル ･かプル ･-クが

使用される場合,大きくわけて次の3つが考えられ,i,

iiはキル,iiはカナル,iiiは-タが用いられる (表2

では Ⅰ～ⅤⅠ,Ⅹ～ⅩⅠを参冊)｡

i 上半身を中心におおう場合-･･･ⅠⅡ Ⅲ

ii 東部を中心におおう場合-･-ⅠVVVI

iii 下肢と手を中心におおう場合--XXI

iの場合.さらにみてみると,上半身だけをおおう

羽絶,シャツ.チョッキ等叫 と下半身までもおおう羽

織袴や背広等榊がある｡しかし下半身だけをおおうⅩ

の袴やスカー トは-タを用いるので,下半身をおおう

ことは付随的な要素にしかすぎない｡

ところが,上半身をおおっても,刃のエプロン,よ

だれかけ,腹掛,剣道の防具,野球のプロテクターの

場合は,キルが使えない｡これらに共通しているのは

上半身の前面を主としておおい,後面はおおわないか,

おおってもごく一部であることである｡このような場

合使用することはできない｡

反対に後面のみをおおう場合はどうであろう｡Ⅲの

マント,糞は背中だけをおおう場合も考えられる｡し
くl生S〉

かし背中だけの場合はキルとはいえない｡また,化粧

ケープのように丈の短いものも使えない｡少なくとも

背中全体と前面の一部をすっぽりおおうものでなけれ

ばならない｡バスタオルも大型のものを背中から眉を

すっぽりおおうように着用すればキルが使えそうであ

る｡

ところが,前面と後面をおおうものでも.皿 の腹巻

は使用できない｡ベア トノブのイブニングドレスやT

シャツ (図2)のように胸部までもおおうことが必要

なのである｡また,包帯やさらし布を何回も体に

まきつける場合も使用できない｡披凍部分をおおっ

た時,披碇物は面的に連続したものでなければ

ならない｡以上のことをまとめれば,iの場合,上

半身の少なくとも前面の大部分か.後面の大部分を

おおい,そのうえ,反対面の一部にも達していなけれ

ばならない｡そのような部分を面的な拡がりをもつ被

覆物で一度におおわなければ,キル ･カナル共に用いられない｡

次にiiについ



形参照)から考えると少なくとも図3- 1に示したよ

うな鏡項部はおおう必要があるようである｡

ところが,Yでも王冠やサンバイザーは実質的には

頭頂鮪をおおっていないことが指摘されよう｡おそら

く,サンバイザーは練のあることから帽子と判断され

ているため,キル･カナルが使えるのであろう｡王冠の

方は,月桂冠やダイアデムがキル ･カナルといえない

ことから,参考図形のような王冠は実質的には頗頂部

をおおうことがなくても.おおっているかのように鑑

識されているのであろう｡

また,ここでも,iと同じ様に,ターバン (‡Ⅳ)よう

に,頚部全体をおおうことになろうとも何度も巻きつ
く睦6〉

けるようなものは,キル ･カプルが使用できない｡同

じ理由で,頭部全体におよぶとも飢¢馴ま使用できない｡

Q7)x包帯 頚イ カ1ル

(紳x包帯 頚イ キル

では,顔の前面をおおう場合はどうであろうか｡ⅠⅦ
のマスタや眼帯をキル ･カナルといえないことから顔

の前面全体をおおわなければならないことがわかる｡

たとえお面であろうと図4のような被り方をしたので

は,キルもカナルも使用できない｡では,i

iiの場合をみてみる｡この例は大きくは手をおお

う場合と下肢をおおう場合にわけられる｡手をおお

う場合は,晩をおおう腕耳,手首から先をおおう手

袋,指をおおう指サックなど様々なものがある｡現状

におおうもので何度も聴きつけたりしなければ,どの

部分というような制限はない｡ただ,‡Ⅶの指絵のよ

うにごく一部だけをおおう場合は使えない｡下肢の

場合も同じようなことがいえる｡腰部を中心に

おおうスカー ト･パンツ等や脚部をおおう脚拝,足首から先を中心におおう足袋や靴がある｡まきつけ

て着用する腰巻や梓はこの場合使用できないし,脚部

の一部をおおう油のサポータ-も使用できない｡

-クの場合.披寝部分が

あまりちいさくなく,聴きつけて使用するものでなければ,用いられる｡

以上,衣服を中心にみてきたが,衣服以外のもので

も人体かそれに類するもので

あれば,以上のような披程

部分にあてはまる｡それでは,人体以外をみてみよう

｡(細 松ノ木か コモ キー トル (紬は書虫予防のため

に冬期木の中程を図5の

ように藁製のものでおおう

場合である｡

これは人休の iと披碇部分

が似ている｡図6のように

立体の中程を中心におおう例にまとめられよう｡

また,伽)の例は,人体の

iiの場合に似ている｡

OO) 自転車ガ カバーキー

トルこの例は,図7のように立

体の上部を中心におおう例

として 解釈できよ

う｡また.人体の場合,何

度も奄きつけるような動作のもの

には使えなかったように,C9)の胸のかわI)に,

組をまいてあったなら,Bl)に示すように,キルは使えな

いoC11)x松ノ木ガ 組 キー トル以上,



鮒 もともに.下方に棒状に長い立体の底の部分をおお

うことであり,iiiの下

肢の一部や手の一部をおお

う例と共通している｡図示

すれば,図10のようにな

る｡図10の点線はこの穂

閲であれば,どの部分をおおっても れる｡図7のある

立体が接触している面Aを基準面と考える｡一方,図11に示されるような顔の前面をおおうものの場合実はこ

の基準面が後頭部にひかれた面Bにあると解釈する｡それなら,この例も実は

図7と同様の被親部分を持つのだとよいことをあらわす｡ 理解きれよう｡このように考え
れば頭頂部をおおう場さて,以上のことをまとめる前に, iiであつかった

合と顔の前面をおおう場合は.同じものとして統一的頭頂部と顔の前面をおおう例について考えてみよう

｡ に解釈することができる｡iiの頭頂鰍 ま先に述べたように図 7のように理解さ それでは,各々の被碇部分をまとめて記す.

キル 立体の上半分のうちの少なくともある程度の大きさ

の部分をおおう 図日平面ならば全体を立体ならば少なくともその上部をおおう.カ

ナル Py+////A′クヽ ーl

下方に細長くのぴる立体の下半分の少なくともある程度の大

き,l1-_一.._ さ

の部分をおおうく注〉キル.カプルの立体は面に固定

されていてもされていなくてもよい｡また,-クの立

体は面についていてもついていなくてもよい｡2.

6. 被寵のしかたでは.食後に,どのようにして

おおうかという点につ

いて考える｡(姻 花子ワ セー

ター 頭カラ キータ飢 ワンピ

ースワ 足ノ方カラ キル鯛即)の文は,着用する際の方向を示している｡

きるためには.(姻即)の例でわかるように頭の方からでも

,足の方からでもよい｡被祝の形状により,着

用の方向は制約をうけるが.原則的にはキルの場合は,方向性

はないと考えられる｡-クの場合はどうであろうか｡

鯛 スカー ト 足カラ -タ

- 35- 09)

xスか- ト 頚カラ(40

) スカー ト 頚カラ= 丁図]2 はくの方向性

ハ



わなければならないという制約から,おおう方向は図

13で示したような上からの方向に制限をうける｡帽子

図I3かぶるの方向性 等

も,どのような被り方をし

ても.頚項部はやはり上の方からおお

われることになろう｡

不自然な設定ではある机大

きな袋に人間をすっぽり入

れるとしよう｡この時,足の方から袋の中にはいり,

頭頂部で袋の口をとじたとしよう｡この場合,最終的

には袋をかぶった状態であるが,(41)のよ

うな文は使用できない｡(41)×アシ

カラ フタロ カブッタこれに対し,

方向が上方からであれば(42)頭

カラ フタロ カ1ッタ(
相のように使用できる｡以上より,-ク･カナルは

方向性を持った動作,キルは

もたない動作といえる｡次に彼我の対象と披碇物はどのよう

になっているだろう｡カナルとキ

ルについてみてみよう｡図

14のような状態で子供が

箱の中に入いっているとしよう｡この場合カナルは使えるが,キルは使えない｡三 二

享 子供が 箱 カプットル- ー ~l(4
4)×子供か 相 キー トルまた.図15のような美容院

の ドライヤーを考えてみよう｡この ドライヤーはアー

ムで支えられていて, ドライヤーは頚に接触していない

｡この場合.伽軸0の例のように,カナルは使え

るが.キルは使えない｡(49 ドライヤー 頭イ

(畑 ×ドライヤ一 頭イれる下駄を例に考えよう｡カプットルキー トルこ

れらの点から,カナルは披碇物を接触面で

支持する必要がないのに対し,キルは接触面で支持

する必要のあることがわかる｡では.-クの場合はど

うであろうか｡-タが使

用き下駄は必ず鼻緒で足に結び -タもキルと同じよう

に披碇物を接触面のどこかで

支持している必

要がある｡3. まとめ以上.考察してきたことを食後にまとめて

おこう｡キル--立体の上半分のうちの少なく

ともある程度イ ｢ の大き

さの部分を面的な拡がりを

持つ披碇物で,おおうこと

(その結果,立体は接触面

で披碇物を支持することに

なる)｡カナル･･･基準

面に垂直の方向から,少なくともその① ②

立体の上部,あるいは平面全体をおおうこと｡-

タ - -下方に細長くのぴる立件の下半分のうち少な

くともある程度の大きさの部分を面的は拡がりを持つ

披

程物で,立体の先端よりおおうこと (その結果.立体は接解面で披穀物を支

持することになる)｡(注1)平山崩1979

によれば,関西方言の中でも地方によl)意味差がみとめられるこ

とが予想できる｡(注2)意
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